
行財政改革実施計画（第二次集中改革プラン）５年間の実績 

 

将来にわたって安定したまちづくりを進めていくために必要不可欠な行財政改革。平成２３年か

ら平成２７年までの５年間で１７億円の行政効果を目標とした「第二次集中改革プラン」では目

標額を上回る効果を達成することができました。今後も健全な財政運営を進めていくために、さ

らなる行財政改革に取り組んでいきます。 

 

 

■第二次集中改革プラン実績額 ２３億１，８８９万５千円 

 「最小の経費で最大の効果を挙げる」という自治体の基本原則に立ち返り、行財政運営の効率

化や地方分権に対応する行政の実現を図るために、行政基盤の強化が必要不可欠です。 

 宮若市では、平成１８年度に「宮若市行財政改革大綱」を定め、この大綱に基づき平成１８年

度に策定した宮若市行財政改革実施計画「第一次集中改革プラン」に引き続き、平成２３年度か

ら平成２７年度までの５年間を計画期間とする宮若市行財政改革実施計画「第二次集中改革プラ

ン」を策定し、間段のない行財政改革に取り組んできました。 

 この計画では、大綱に掲げる三つの基本方針を柱として、民間委託等の推進や人件費の削減、

市税等の収納率向上及び滞納対策の強化並びにふるさと納税の啓発など全５４項目にわたる取組

を掲げ、約１７億円の財政効果をあげることを目標に取組をすすめた結果、目標を上回る２３億

１，８８９万５千円の財政効果をあげることができました。 

 

 

■「第二次集中改革プラン」実績額の内訳（平成２３年度～２７年度） 

 

●基本方針１【行政運営の効率化】 

実施計画 項目数 財政効果目標額 財政効果実績額 

事務事業の見直し ６ ２，９９０万円 ２，５６０万５千円 

民間委託の推進 ３ １億５，２５０万円 １億５，０６１万６千円 

組織・機構の見直し ２ （目標設定なし） - 

定員管理の適正化 １ １０億６，０００万円 １５億１，５４５万８千円 

特別職給与の見直し １ - １，４７７万６千円 

計 １３ １２億４，２４０万円 １７億６４５万５千円 

  ※歳出削減による財政効果額  １７億６４５万５千円 

 

 



●基本方針２【健全な財政基盤の確立】 

実施計画 項目数 財政効果目標額 財政効果実績額 

財産活用による収入確

保 
３ ５，１７０万円 ７，５５７万７千円 

財産の運用 ２ ２，０２０万円 ９，３４８万８千円 

自主財源確保の推進 ３ ３，０９０万円 ３，０９５万５千円 

収納率の向上、滞納対策

の強化 
８ １億２，１１０万円 ２億２，０６８万円 

経常経費の削減 １ ７，５００万円 ２３０万７千円 

公共工事の適正化 ２ ８，３００万円 ４，３７９万３千円 

公営企業等の運営 ８ ６，８５０万円 ９，９０７万３千円 

地方公社の健全運営 １ （目標設定なし） - 

一部事務組合の運営 ２ （目標設定なし） - 

計 ３０ ４億５，０４０万円 ５億６，５８７万３千円 

  ※歳出削減による財政効果額    ９，０６２万円 

  ※歳入増加による財政効果額  ４億７，５２５万３千円 

 

 

●基本方針３【効率的な住民サービスの向上】 

実施計画 項目数 財政効果目標額 財政効果実績額 

指定管理者制度の推進 １ （目標設定なし） - 

電子自治体の推進 ２ （目標設定なし） - 

協働のまちづくりの推

進 
８ １，０００万円 ４，６５６万７千円 

計 １１ １，０００万円 ４，６５６万７千円 

  ※歳出削減による財政効果額  ４，６５６万７千円 


